
































































1 . 1939 年当時の蕪湖における「日本」商社











た（3）。一方、日本人も哨加し、 1939 年 6 月 1 日
時点で 265 戸 642 名、内訳は「内地人」 234 戸
543 名、朝鮮人 19 戸 85 名、台湾人 12 戸 14 名
であった。職業の上位 3 に限定して挙げると、「内
地人」の場合は会社員 94 戸 107 名（含女性・子
供）、貿易商 58 戸 100 名（合女性・子供）、飲食
店 16 戸 83 名（合女性・子供）の順、朝鮮人は
慰安所 2 戸 24 名、貿易商 8 戸 23 名（含女性・
子供）、雑貨商 l 戸 13 名（合女性・子供）の順、
台湾人は貿易商 6 戸 8 名、会社員 4 戸 4 名、雑
貨商 2 戸 2 名となっている。なお、上記「内地
人」の項目で、は触れなかったが、慰安所と雑貨商
がそれぞれ 4 戸と 20 戸、ともに 63 名で飲食店
に続いている（4）。こうしてみると、朝鮮人の場合
は慰安所関係者が最多だが、「日本人」全体とし



























に三井洋行 l 億 5 千万円、日本通運（株） 3,500 
万円（ただし本社資本額）、松風洋行 2,000 万円、
国際運輸（株） 50 万円（本社資本額 500 万円）、
三河興業株式会社 40 万円（ただし本社資本額）、
清水洋行 40 万円、日華産業（株） 20 万円、杉本




5 万円 l l 社（うち I 社は本店の資本額）、 4 万円
3 社、 3 万円 6 社、 2 万円 8 社、 l 万 5 千円 5 社、
l 万円 9 社、 5 千円 6 社、 3 千円 I 社であり、ほ
かに 10 万ドル 2 社、 l 万ドル l 社、不明 2 社で
あった（ II）。ここに示される様に、 5 万円の資本金
を有する会社が最多であり一資本金 l 万 5 千円と


































































































外務省の統計によれば、 1936 年 12 月末時点
の上海朝鮮人人口はし797 名、日中！被争勃発直後
の 1937 年 10 月には 330 名と減少しているが、
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営業種別 商号 資本額（円） 経営主 本籍
鋼鉄取引 三株河式興会業社 400,000 奉在龍 平安南道
製薬業 三徳洋行 80,000 金亨植 忠南牙山郡
貿易商 半島貿易公司 50,000 張斗徹 京城府
精石密灰機製械造修理 東海洋行 30,000 孫昌植 全南戚平郡
l 万年筆製造 文記工芸廠 20,000 金守仁 全南麗水郡
l ダンスホール 極ホ東ダンス 20,000 宋世浩 京城府ール
カフェー ベビー 20,000 越東鉱 平安南道
雑貨食粗商 同信洋行 50,000 白利淳 平安南道
雑貨食糧商 徳泰昌 20,000 金河鏑 戚鏡南道
雑貨食糧商 30,000 桂春建 平安南道
貿易商 九飽公司 30,000 金尚用 忠清南道
貿易商 20,000 金仁甲 戚鏡南道
貿易商 200,000 佳永沢 京城府
貿易商 韓永貿易公司 30,000 韓套永 平安南道
貿易商 30,000 李泰絃 平壌府
貿易商 30,000 安俊生 黄海道
慰安所 30,000 朴日碩 平安北道
慰安所 20,000 金一準 慶尚南道
慰安所 20,000 李昌酢 京畿道
慰安所 20,000 李相祐 京城府
3 慰安所 20,000 李致雲 平安南道
3 貿易取引 金華洋行 30,000 金昌華 平安南道
雑貨洋品 林盛公司 30,000 林承業 黄海道
上海朝鮮人の主要特殊企業調査一覧表表
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